
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           

           

2014年 10月、11月号  NO．359 

日本共産党江南市委員会 電話 55-9890 

近隣で江南だけが一人暮らし高齢者の福祉医療費助

成を廃止、精神障がい者の一般疾病への助成が全額で

ないのも江南だけ。少ない図書購入費、小さすぎる図

書館など、くらし・福祉施策は県下最低レベルです。 

 

 
 

「オスプレイは安全、すいとぴあ芝生広場に着陸容認」（市

長）。パネル半分が自衛隊の写真にかわった「平和パネル展」。

来年３月の市主催文化講演会の講師に、平和憲法敵視で名高

い女性評論家を呼ぶ予定など、安倍政権の「戦争する国づく

り」のお先棒担ぎ。「国際平和都市宣言」が泣いています。 

 

 
 

２市２町新ごみ処理施設が暗礁に乗り上げています。江南

市長の上からの押しつけとスジの通らない手法が、扶桑町の

地元住民などの強い反発を招いたためです。 

市政全般でも「気に入らない意見は、押さえつけて従わせ

る」式の政治手法が、厳しく問われるのではないでしょうか。 

 

介護保険の改悪から市民守れ 
 
介護保険法の改悪によって、新たに介護を受

けようとする人たちが利用しにくくなるのでは

ないか、また特別養護老人ホームなど施設の増

設が求められているが、今後の計画はどうかと

質しました。 

現在のサービスと変わらないようにしていき

たい。国の方針が在宅にシフトしてきているの

で新たな施設建設の計画はないとの厳しい答弁

でした。 

 

 

中小業者の振興条例を 

大企業の多国籍企業化が進み、国内の生産

活動が減らされています。働く人の賃金は下

がり続け、それが内需の冷え込みに拍車をか

け、地域の経済、とりわけ中小企業や自営業

者の状況は深刻になっています。 

こうした事態を打開していくため、地域経

済や雇用などを担っている中小企業の活性

化につながる振興条例を制定することを要

望しました。 

交通不便地域に便利なバスを 

これまでも一貫して取り上げてきた生

活の足の確保を要望。市周辺部と中心部と

の交通格差が拡大し、いこまいＣＡＲ（予

約便）頼みの限界が表れています。住民の

声に耳を傾け、市の基本姿勢を明確にし

て、まちづくりと一体に公共交通網を再構

築するべきと質しました。しかし市当局

は、整備をさらに先送りしかねない消極的

な答弁に留まりました。 
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江南市議会9月定例会に、市民団体から請願5件が提出されました。日本共産党議

員団はすべての請願の紹介議員となり採択のために奮闘しました。 

しかし議会は、「中学校卒業まで医療費無料化を求める請願」（署名4046人・新婦

人の会江南支部）や「消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める請願」（尾北民主

商工会）、「エネルギー基本計画を撤回し原発からのすみやかな撤退を求める請願」（署

名482人・革新江南の会）の3つを賛成少数で不採択としてしまいました。（右表参照） 

切実な市民の願いに背を向ける議会でよいのでしょうか 
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市長が「１割負担残し中卒まで助成拡大」打ち出す 
子どもの医療費は、県内の約８割の自治体で中卒まで無料となっ

ており、江南市は県内で最も遅れています。短期間に４000人を超

える多くの署名が集まった背景には、子育て世代の経済的苦しさ、

無料化への熱い期待があったからです。 

市長は、１割負担を残したまま中学卒業まで対象

年齢を拡大する方針を打ち出しました。一歩前進で

はありますが、他市町のような完全な無料でこそ安

心して子育てができるのではないでしょうか。  

「自分も自営業者。8％増税後売上げは

回復せず、このままでは廃業せざるを得

ない」と述べた市議もいました。 

 

2013 年度の江南市一般会計決算は、例年より多い 10 億円の繰

越金が出ました。この一部を、物価の値上げや消費税増税で苦しむ

市民、業者の支援のために今こそ使っていくべきです。 

請願採択に賛成○、反対● 

 

 子ども医療費 消費税 原発 

 掛 布 まち子 共産党 ○ ○ ○ 

 東    義 喜  共産党 ○ ○ ○ 

 森    ケイ子  共産党 ○ ○ ○ 

 古 田  み ち よ  公明党 ● ● ● 

 鈴 木    貢  公明党 ● ● ● 

 野 下  達 哉  公明党 ● ● ● 

 山    登志浩  社民党 ○ ○ ○ 

 江 口 雅 明  江政ク ● ● ● 

 牧 野  圭 佑  江政ク ● ● ● 

 中 西  保 夫  江政ク ● ● ● 

尾 関  健 治 江政ク ● ● ● 

河 合  正 猛 江政ク ● ● ● 

 小 林  弘 子  江政ク ● ● ● 

 木 本  恵 造  江政ク 議長 議長 議長 

 沢 田  和 延 江政ク ● ● ● 

 稲 山  明 敏  政新ク ● ● ● 

 伊 神  克 寿  政新ク ● ● ● 

 古 池  勝 英   政新ク ● ● ● 

 古 田  冨士夫 政新ク ● ● ● 

 宮 地  友 治  政新ク ● ● ● 

 高 田  健 孝 政新ク ● ● ● 

 福 田  三千男  政新ク ● ● ● 

 

市民福祉を削りながら、一方では布袋本町通り線や宮田導水路上部

整備など、過大で不要不急の事業に巨費を投入。名鉄にモノが言えず

市が経費を肩代わりするなど、名鉄優遇が目に余ります。 


